（様式第２号）

平成　　年　　月　　日
島根県知事　様
	（提案団体）住所：
	

	団体名：
	

	代表者職・氏名：
	
	印


県民との協働推進モデル事業申請書
　平成２６年度しまね社会貢献基金活動支援事業の申請を行いたいので、関係書類を添付して申請します。
１　事業の区分　※該当する区分に✓をしてください。
　　□　協働形成事業
　　□　協働実践事業
　　□　協働発展事業
２　事業申請額　　　金　　　　　　　　　　　　　円

３　添付書類

　（１）事業提案企画書（様式第３号）
　（２）事業収支計画書（様式第４号）
　（３）参考となる資料（Ａ４サイズ相当・５枚以内）
４　連絡先
	担当者職・氏名：
	

	電話番号： 
	

	E-mailアドレス：
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業提案企画書　(協働の形成)
	提案団体の名称
	

	対象となる

県政課題
	

	※提案企画書をもとに審査しますので、ポイントを絞ってわかりやすく記載してください。

	○これまでの活動と、今回の提案に至った背景（理由）を記載してください。

	（１）これまでの活動

	

	（２）背景（理由）

	

	

	県担当課との意見交換の状況（回数、内容）を記載してください。

	


	１

提案事業の目的
および公益性
	①県政課題に対して、事業を実施する目的は何ですか。

	
	

	
	②地域や社会に与える影響や効果は何ですか。

	
	


	２
協働形成の概要
	協働形成（計画策定）の内容を記載してください。
※例えば協議、調査、視察など計画策定のための具体的な実施内容を記載してください。

	
	

	
	●実施スケジュール

	
	２８年６月
	

	
	７月
	

	
	８月
	

	
	９月
	

	
	１０月
	

	
	１１月
	

	
	１２月
	

	
	２９年１月
	

	
	２月
	

	
	３月

	


	３

協働・連携
	①県と協働する必要性及び見込まれる相乗効果は、どんな点にあると考えますか。（単独で事業実施した場合と比較し、協働の相乗効果（見込み）を記載してください。）

	
	

	
	②県担当課以外に連携を予定（期待）する関係機関（市町村、団体、企業など）があれば、想定する役割等をあわせて記載してください。

	
	

	４

提案事業のモデル性・先進性
	①提案事業のモデル性・先進性は何ですか。（協働による先進的な取組など、既存事業との違い、アピールポイントなど）

	
	


	５

提案事業の地域への拡がりと継続性
	①活動をどのようにして地域へ拡げますか。

	
	

	
	②来年度以降、どのように継続していきますか（財源の確保も含めて）。

	
	

	６
協働実践の見通し

	協働実践（事業の実施）の予定する期間や内容について、現時点での見通しを記載してください。

	
	

	７
特記事項
	特に説明しておきたい事項があれば記載してください。
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